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屋外展示場はリニューアル工事の 

ため２０２０年春までお休みしています 

芸術監督・斎藤 純のショートエッセイ  石神の丘から 108 

 

 

暑い暑い夏が終わりました。今年の夏は本当に暑くて、暑さに弱い私は常

に健康状態に不安を覚えて過ごしました。私は冬よりも夏に風邪をひいたり、

高熱を出したりすることが多いのです。 

 なにしろ７月から急に猛暑となり、８月中旬まで連日、30度を超える日が

続きました。夜になると気温が下がり、就寝時にはエアコンを入れずにすん

だのがせめてもの救いでした。気象情報が伝える最高気温は日影の風通しの

いい場所での計測ですから、実際にはさらに２度以上高いところで私たちは

活動をしていることになります。熱中症で体調を崩された方、亡くなられた

方が今年は記録的に多かったそうです。 

 オートバイで走っていても、気温が体温に近いと熱風を浴びるばかりで、

少しも涼しさを感じません。そのためオートバイに乗るのが躊躇われ、今夏

はまったく走行距離が伸びませんでした。ロードバイク（自転車）も同様で

す。スマホに、ほぼ毎日のように「運動はひかえましょう」という熱中症予

防情報がメールで届きましたから、それを守ったわけです。「せっかくの休日

だから」などと無理をすると、取り返しのつかないことになりかねません。 

 そんな暑い暑いさなか、ある除雪機メーカーに勤めている友人は、注文を

取る営業で大忙しでした。驚いたことに、除雪機は夏場の商戦で勝負が決ま

るのだそうです。メーカーは夏の真っ最中に除雪機を売りまくるわけです。 

 実はスキー用具も夏場が販売の勝負どころなのです。 懇意にしているス

ポーツ店に行ったところ、たまたまスキー板とスキー靴の最新モデルが展示

されていました。夏に早期注文をすると、最新モデルを割安で入手できると

いうフェアを開催していたのです。担当の方のレクチャーを受けているうち

に、まんまと最新モデルを注文する羽目になっていました。 

 それはともかく、一夏の間、エアコンの効いた場所で過ごすように心がけ

ましたが、遠出をできないためフラストレーションが溜まる一方です。そん

なとき、『藤原かんいち写真展 夢とバイクは海を越え、国境を超える』は、

その素晴らしい写真で私を知らない国へと運んでくれます。 
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フリーマーケット＆ 

りんごの試食販売会 

 

 

 

９/２２（土）・２３（日） 
１０:００～１６:００ 

道の駅イベント広場にて開催!! 

※雨天の場合は、フリーマーケットのみ 

９/２９（土）・３０（日）に順延となります 

美術館隣接 道の駅 石神の丘／レストラン石神の丘情報 
道の駅 石神の丘 TEL0195-61-1600／レストラン石神の丘  ＴＥＬ0195-61-1602 

Metamorphose 

シリーズ企画「North Wind project／〈北から吹く風〉」の

第 2回展を開催します。 

このシリーズは、岩手にゆかりある若い世代の美術家を

ゆるやかなテーマのもとに紹介するものです。 

今回は、〈Ｍetamorphose／メタモルフォーゼ〉をキーワー

ドに石田貴裕（北上市在住）、小野ハナ（盛岡市出身・

神奈川県横浜市在住）、鈴木研作（盛岡市在住）の作

品をとりあげます。  

〈Ｍetamorphose／メタモルフォーゼ〉は変化・変容を表

す独語です。この言葉は、例えば、自然界において幼虫

が蛹そして蝶へと変わる様を、あるいは、満月をきっか

けに人が獣や半獣に変わるような変身譚の一場面を

表すものです。 

蝶や人狼のようなドラマティックな変化ではないにせ

よ、私たちの体も新陳代謝により、細胞が知らずのうち

に入れ替わっています。日々変化・変容する肉体と精

神が生み出す作品がメタモルフォーゼするのは当然の

ことなのでしょう。しかし当然とはいえ、それは不思議

で魅力的なことでもあると思うのです。三者三様のメ

タモルフォーゼをぜひご覧ください。 

【出品作家によるギャラリートーク】 

９月２９日（土）１３：３０～１４：３０ 

聴講無料 
※ただし観覧券が必要です 

展覧会期：９月２９日（土）～１１月４日（日） 

開館時間：９：００～１７：００（入館は１６：３０まで） 

休 館 日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合翌日） 

観覧料金：一般３００円／大･高生２００円 

中学生以下無料 

石田貴裕 《 FFSシリーズ 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野ハナ 《 澱みの騒ぎ 》 スチル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木研作 《 コンタクト 》 


